
 

 

 

 

 

第４５回青少年を健全に育てるための市民大会 

～少年の主張 inふじみ野～ 
 １月２０日（土）、ふじみ野市ステラ・ウエストにおいて、「青少年を健全に育てるため

の市民大会 ～少年の主張 inふじみ野～」が開催されました。本校からは、５年生の大野

玲悟さんが参加し、スピーチを行いました。とても立派な態度で堂々と自分の考えを述べ

ることができました。大野さんのスピーチ全文を紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                         ふじみ野市立西小学校 学校だより  

第 １２ 号   

                                 令和６年２月１日 発行 

                                 校長 榎本 崇 
わかぎ 
学校教育目標 「やさしく かしこく たくましく」 

人も動物も命の重さはみな同じ 

                                           大野 玲悟  

みなさんは、殺処分という言葉を聞いたことがありますか。殺処分とは、人間に危害を及ぼすおそれのある動物、または

不要となった動物を殺すことです。この殺処分は、年間で３万件以上も行われています。このことを、本を読んで知ったと

き、僕は強い怒りを覚えました。 

僕の家ではコブとオカカという２匹の猫を飼っています。実はこの２匹は野良猫の子供でした。小さいときに僕の家の近

くで鳴いているのを見つけたのです。母猫は僕たちの姿を認めると、この子たちを置いて逃げてしまったため、僕の家で引き

取り、飼うことにしたのです。もしこの子たちがだれからも見つけられず、殺処分されていたかもしれないと思うと心からゾッとし

ます。 

この子たちを飼い始めて５年が経過しましたが、僕には一つ思うことがあります。それは「動物には感情がある」ということ

です。頭をなでてあげると嬉しそうにするし、遊んであげないと悲しそうな顔をします。怒ったときは顔をクシャクシャにするし、

おなかが空いたときには甘えてきます。そんなコブやオカカの姿を見ると、言葉は通じなくても、なんとなく考えていることが分

かるような気がしてきます。この子たちが母猫に置いて行かれた時、どんな思いをしたのでしょうか。殺処分されていった動物

たちは、どのような気持ちで生き、死んでいったのでしょうか。 

殺処分される動物たちは各都道府県にある動物愛護センターに送られます。そこで自動で移動するオリの壁に追いや

られ、ガス室と呼ばれる部屋に強制的に追い込まれます。その後、ガス室の中で濃度の高い炭酸ガスを吸わせて殺されま

す。最後には舌を出し、酸素を求め、苦しみながら死んでいくそうです。この話は本当だと思いますか？これは真実であり、

現在もこの日本で行われていることなのです。この話を初めて聞いたとき、「苦しい」「この場所から出たい」「もっと生きた

い」、そんな声が聞こえてくるようで、怖い気持ちになりました。 

なぜ人間も動物も同じ一つの命なのに、動物ばかりが辛い思いをしなければならないのでしょうか。なぜ人間は親しい

人が亡くなると、泣いたり悲しんだりするのに、動物が殺処分されることは、見て見ぬフリをされてしまうのでしょうか。1 日に

百匹以上の動物が殺処分されているのに、なぜニュースにもならないのでしょうか。人の家で飼われているペットと野良猫

や野良犬、売れ残りのペットの命の重さはちがうのでしょうか。僕ははっきり言えます。ちがいはない。同じであると。 

殺処分をゼロにして動物たちが幸せに暮らせるためにできることは、大人であっても子供であっても、この現実から目を背け

ないことだと思います。この作文を書くためにいろいろな本を読みました。そしてこの殺処分の現実を目の当たりにして、とて

も悲しくなりました。どうして罪のない動物が苦しい思いをして殺されなければならないのでしょうか。動物の命を物として扱

うのではなく、僕たちと同じ一つの命を持った生き物として見てほしいのです。だから僕は主張します。 

今日、僕の話を聞いてくださっている会場の皆さん。皆さんの中に少しでも「かわいそう」とか、「残酷だ」と思った方がいた

ら、この現実を忘れないでください。そして、この殺処分の現実をまだ知らない人に伝えてあげてください。僕もいつも遊んで

いる友達にもこういった話を恥ずかしがらずにして、この現実を知ってもらえるように活動をしていきたいと思います。 

そしていつの日か、動物の殺処分が０となって、動物の命も人間の命も平等に大切にされる素敵な世界になることを

願っています。 



【２月の行事予定】    生活目標「やくそくや、きまりごとを守ります」 

月 火 水 木 金 土 

   １ たてわり活動 

登校指導日 

入学説明会 

 

２ 算数タイム 

４時間授業 

４年出前授業 

(手話講習) 

３ 

市内書きぞめ展 

(上野台体育館) 

 

５ 朝読書 

学校保健委員会 

スクールカウンセラー来校  

登校時刻変更試行期間  

６ 体育朝会 ７ 

委員会活動 

８ たてわり活動 ９ 朝学習 

５時間授業 

３年社会科見学 

（歴史民俗資料館） 

10 

12   

振替休日 

13 賞状伝達朝会 

安全点検日 

14 

クラブ活動（最終） 

15 整理整頓の日 16 なかよしタイム 

避難訓練(不審者対応) 

６年薬物乱用防止教室 

17 

19 朝読書 

さわやか相談員来校 

20 児童集会 

授業参観・懇談会 

(お・３・４年) 

21 ク委なし 

授業参観・懇談会 

(１・２年) 

集金日 

22 賞状伝達朝会 

授業参観・懇談会 

(５・６年) 

23  

天皇誕生日 

24 

26 朝読書 

 

27 西小応援団 

 ありがとうの会 

通学班長会議 

28  

委員会活動（最終） 

通学班長会議 

29 たてわり活動 

通学班長会議 

１ ６年生を送る会 

登校指導 

 

２  

 

 

【お知らせとお願い】 

◎授業参観・懇談会実施について 

今月予定の授業参観につきまして、以下の通り実施いたします。保護者の皆様のご来校を
心よりお待ちしております。 

実施日 学年 授業参観 懇談会 

２月２０日（火） おひさま・３年生・４年生 １３：４５～１４：３０ １４：４５～１５：４５ 

２１日（水） １年生・２年生 
１３：１５～１４：００ １４：１５～１５：１５ 

水曜日課のため、他の曜日と時間帯が異なります。 

２２日（木） ５年生・６年生 １３：４５～１４：３０ １４：４５～１５：４５ 
（懇談会実施の学年は、その日は５時間授業で下校となります。） 

  尚、今後状況が変わることも予想されます。変更があった場合には速やかに連絡します。 
 

 

◎児童の登校時刻変更に伴う試行期間について 

   昨年１２月「登校時刻の変更について（お願い）」でお知らせしました通り、４月より

登校時刻を８時から８時１５分の間に学校に到着するように変更いたします。 

   これに伴い、２月５日（月）～９日（金）を試行期間とし、各通学班で検討した次年度の集

合時刻で登校します。集合時刻変更により様々お手数等をおかけすることになるかとは存じま

すがご理解・協力をよろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

３学期中に転出するご予定がありましたら、担任を通して学校へ連絡ください。２月１日に「転

出予定状況の把握について」のおたよりを紙面で配布いたしますので、転出日や転出先の住所、学

校名など分かる範囲でお知らせください。 


